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「友愛農法」

たくさん収穫しよう！ 

「友愛農法」
（オーガニック農法） 

公益財団法人 友愛 
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はじめに 

ミャンマーの皆さん   

YUAI Foundation の鳩山由紀夫です。 

皆さんに役立てていただこうと、肥料づくりの本を作りました。 

この本に書かれている YUAI 農法を活用し、安全でおいしい野菜を、沢山

作ってください。 

YUAI 農法は、地球にも人にもやさしいオーガニック農法です。 

安く・安全で・無駄のない肥料を作ることができます。 

農業の発展は、ミャンマーの国の発展につながると、 確信しています。 

 YUAI Foundation 理事長 鳩山由紀夫 

 

 

အမ ှာစကှာား 

မြနြ်ာမြညသ်မူြညသ်ာားအပြေါငာ်းတ  ို့ခငဗ် ာ ၊ 

 ကျွနပ်တာ်ကပတာို့ YUAI Foundation ရ ို့ ဥကက ဋ္ဌ ဟာတ  ားယာြ ယ ကီအ   (Hatoyama Yukio)  

မြစ်ြေါတယ်။  

  ြ ဘမြညသ်တူ  ို့ အက   ားရ  ပစြ  ို့ ရညရွ်ယ်ပြီား ဒပီမြသသဇာမြ လ ြ်နညာ်းစာပစာငက်   မြ စ ခ ို့ြေါတယ်။ 

ဒစီာပစာငထ် ြ ာ ပြာ်မြထာားတ ို့ YUAI စ  က်ြ   ားပရားနညာ်းစနစ်က   အသ  ားခ ပြီား၊ ပဘားကငာ်းလတ်ဆတ ်

၍ အရသာရ  ပသာ ဟငာ်းသာီးဟငာ်းရွက်ြ ာားက   အြ ာားအမြာား စ  က်ြ   ား ထ တ်လ ြ်သကပစလ  ြေါတယ်။  

YUAI စ  က်ြ   ားပရားနညာ်းစနစ်ဆ  တာ ကြဘာပမြန ို့ လသူာားပတွအတွက် အန္တရာယ်ြရ  ပစတ ို့ သဘာဝ 

ြတ်ဝနာ်းက ငထ် နာ်းသ ြ်ားြှုက   အပမခခ ထာားပသာ ပအာ်ဂ နစ် (Organic) စ  က်ြ   ားပရားနညာ်းစနစ် မြစ ်

ြေါတယ်။ က နက် စရ တသ်က်သာပြီား ပဘားကငာ်း၍ အပလအလွငို့ြ်ရ  ပသာပမြသသဇာက   က  ယ်တ  င ်

မြ လ ြ်န္  ငြ် ာ မြစ်ြေါတယ်။ 

  စ  က်ြ   ားပရားကဏ္ဍ ြွ ွံ့ ပြ  ားတ  ားတက်လာတာန ို့အြျှ  မြနြ်ာန္  ငင် ပတာ်ကကီားလညာ်း ြ  ြ   ြွ ွံ့ ပြ  ားတ  ား 

တက်လာလ ြို့်ြယလ်  ို့  ကျွနပ်တာ်အခ  ငအ်ြာယ  သကညြ်ေါတယ်။  

 

ဟာတ  ားယာြ ယ ကအီ    ဥကက ဋ္ဌ YUAI Foundation 
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    “YUAI Foundation” သည် “က  ယ်ထကူ  ယ်ထစနစ်န္ ငို့ ် အတူတကွ ြူားတွ ပနထ  ငမ်ခငာ်း” ဟူပသာ 

ခ စ်သကည်ပလားစာားြှု (YUAI) စ တ်ဓာတ်မြငို့ ်မြည်တွငာ်းမြည်ြရ   လူငယ်ြ ာားသကာား၊ လူ ို့အြွ ွံ့အစည်ားသကာား အမြနအ်လ န ်

ဆက်ဆ ပရားက   နက်ရှု  ငာ်းပစရန ် ရည်ရွယသ်ည်။ ၎ငာ်းစ တ်ဓာတ်က   ပနာက်ြ   ား ဆက်သစ်ြ ာားထ  လက်ဆငို့က်ြ်ားပြီား 

ြွ ွံ့ ပြ  ားတ  ားတက်ပအာင ် ပဆာငရွ်က်ပြား ြညို့် လူသာားအရငာ်းအမြစ်ြ ာားက   ြ   ားပထာငပ်ြားရန၊် န္  ငင် တကာန္ ငို့ ် အမြန ်

အလ န ် ခ စ်သကည်ရငာ်းန္ ာီးြှုက   နက်ရှု  ငာ်းပစရန၊် ကြဘာို့ပင ြ်ားခ ြ်ားပရားက   အပထာက်အကူမြ န္  ငရ်န ် အတွက် ရည်ရွယ်၍  

န္ စ်ပြေါငာ်း ၇၀ ပက ာ်တ  င ်ပအာင ်ပစတနာို့ဝနထ်ြ်ားလ ြ်ငနာ်းြ ာား ပဆာငရွ်က်လ က်ရ  ပသာ အြ ာားမြည ်သူ အက   ားမြ  

ပြာငပ်ဒားရ ငာ်းတစ်ခ  မြစ်သည်။ 

 

YUAI အဖ  ွဲ့အစည ား၏ သင်္ကေတ အဓိပ္ပှာယ  

ဘယ်ဘက ်  (သင)် န္ ငို့ ်ညာဘက်  (ကျွန္် ြ်) ြ  YUAI (ခငြ်ငရ်ငာ်းန္ ာီးြှု) မြစ်တည် လာြေါတယ်။ ဒေါဟာ အဂဂလ ြ်လ   

“You” န ို့ “I” န ို့တူပြီား ပြေါငာ်းစည်ားလ  က်ပသာ အခေါ “We” န ို့ “World” က ို့သ  ို့ပသာ “W” မြစ်လာြေါတယ်။  “သင ်န ို့ ကျွန္် ြ် 

ခငြ်ငရ်ငာ်းန္ ာီးြှုြ  အစမြ ၍ ပင ြ်ားခ ြ်ားတ ို့ ကြဘာကကာီးတစ်ခ က   အတူတူ တည်ပဆာက်သကြေါစ  ို့”။ 

  

YUAI Foundation（友愛財団）は、「自立と共生」という友愛（Yuai）

の理念のもと、国内外の若者間および社会（コミュニティ）間の交

流を深めることを目的としています。また、その理念を次世代へと

継承し発展させる人材を育成すること、国際的な相互親善を深める

こと、そして世界平和に寄与することを目指し、70 年以上にわたり

ボランティア活動を続けている公益団体（社会貢献活動を行う組

織）です。 

左の （ユー）と右の （アイ）でユーアイ（友愛）です。 

これは英語のユー（You あなた）とアイ（I 私）に通じ、全体の形は、

We（私たち）の であり World（世界）の です。 

あなたと私、私たちで友愛の世界を目指しましょう！ 

「友愛」のロゴと旗の由来 
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「ボカシ肥料」とは、有益な微生物（有用微生物群）と、農業残渣（農

作物の廃棄物）、米ぬか、油かす、ゴマの搾りかす、小魚または魚の残

りかす、家畜の排泄物などの天然素材を原料として使用し、体系的な

方法で製造された肥料の一種です。また、キッチンの生ごみなども原

料として入れて使用することができます。  
 

ボカシ堆肥 

ボカシ堆肥とは 

生ゴミ 

微生物 
動物の排泄物 

米ぬか 豆・ゴマのかす 
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これらの天然原料には栄養素が豊富に含まれていますが、栽培地（土壌）

に直接投入して使用すると、作物を害する恐れのあるガスが発生し、植

物の成長を阻害するといった問題に直面する可能性があります。また、

ハエ、ゴキブリ、害虫などを引き寄せ、それらの餌場となってしまうこ

ともあります。そのため、天然原料を混ぜて直接土に入れるのではなく、

「ボカシ」と呼ばれる発酵プロセスを経て（肥料化させて）から使用す

る必要があるのです。 

 ボカシ作りの全行程において、有用微生物が良好に活動・繁殖できる

よう、肥料山の温度を 40℃〜65℃ の範囲内に維持する必要がありま

す。そのため、適宜、上下一転させるように切り返し（攪拌）を行った

り、肥料山が乾燥している場合は散水したりして、混ぜ合わせた天然原

料が十分に発酵・分解されるまで管理しなければなりません。 
 

天然原料 

土壌 

40～65°の範囲で維持 
上下に混ぜる（切り返し）

土壌 
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適切な温度で発酵を終えた「ボカシ肥料」の利点は、農地に施肥した後

も、そこに含まれる微生物が天然原料をゆっくりと分解し続けることで

す。これにより、そこから放出される栄養分を、作物の成長期を通じて

数か月にわたり吸収し続けることができるのです。 

 発酵と分解を促進させるための微生物として、酵母菌（イースト）、

乳酸菌などを購入して使用することができます。また、その土地の土壌

に元々自生している、自然由来の有用微生物（土着菌）を利用して「ボ

カシ肥料」を作ることも可能です。 
 

ゆっくりと分解し続ける 

微生物 

ボカシ堆肥 
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အမိ တ င ားဖဖစ  ဘိိုကှာရ ှီင်္ဖမဩဇှာ ဖပ္ြုလိုပ္ အသ ိုားဖပ္ြုကကပ္ါစိို ို့ 

လိိုအပ္ င်္သှာပ္စစည ားမ ှာား 

(၁) ပလလ  စွာြ တလ်  ို့ရပသာြ  ား (ြ  ားပအာက်ပမခတငွ ် ြ  လျှ ပသာ အစ  ဓာတ်ြ ာားအာား 

အရညြ် ာား အမြစစ်ွန ို့ထ် တ်န္  ငရ်န ်အပြေါက် (သ  ို့) ပရစွန ို့ြ်  ကတ်ြ်ဆငပ်ြားြေါ။) 

(၂) ြ  ားအတငွာ်းဘက်ပအာက်ပမခတငွ ်အခ အမြစ်အသ  ားမြ ရန ်ဇကာ 

(၃) အဏ ဇီဝသက်ရ  ြ ာားြေါဝငပ်သာ ဘ  ကာရ ီြွ န္  (Bokashi Bran) (ပ ားကွကတ်ွင ်

ဝယ်ယလူ  ို့ြရြေါကက  ယ်တ  ငမ်ြ လ ြ်န္  ငြ်ေါသည။်) 

(၄) ြီားြ  ပခ ာင ် စွန ို့ြ်စ်ြစစညာ်းြ ာား (လယယ်ာထကွစ်ွန ို့ြ်စ်ြစစညာ်းြ ာား၊ ြ ြတ၊် န္ ြ်ားြတ်၊ 

ငေါားပသားပသားပလားြ ာား၊ ငေါားပခေါငာ်း၊ ငေါားအရ  ား၊ သကက်ပခ ား၊ န္ာွားပခ ား စသညတ်  ို့က  လညာ်း 

ထညို့သ်ငွာ်းအသ  ားမြ န္  ငသ်ည။်) 

ဖပ္ြုလိုပ္ နည ား 

(၁) ြ  ားအတငွာ်းဘက် ပအာက်ပမခတငွ ်ဇကာခ ပြီား ဘ  ကာရ ီြွ န္  က   အနညာ်းငယ် ြကြ်ေါ။ 

(၂) အထက်ပြာ်မြြေါ သဘာဝက နသ်ကြ်ားြစစညာ်းြ ာားထ ြ  ြ ြ  အသ  ားမြ လ  ပသာ ြစစညာ်း ြ ာားက   

အလ ာလ  က် ထညို့ြ်ေါ။ 

(၃) အလ ာတစ်လ ာတ  ငာ်းအပြေါ် ဘ  ကာရ ီြွ န္  က   မြနြ်က်ြေါ။ 

(၄) အပြေါ်ဘက်က   ြ သ ြ်ပြီား ပလြဝငပ်အာင ်ြ  ားက   ပကာငာ်းြွနစ်ွာြ တ်ြေါ။ 

(၅) ပန ို့စဉ် ရရ  လာပသာ စွန ို့ြ်စ်ြစစညာ်းြ ာားက   အပြေါ်ြ  ထြ်ထြ်ထညို့န်္  ငပ်ြီား ဘ  ကာရ ီြွ န္  

က  လညာ်း မြနထ်ညို့ပ်ြားြေါ။ 

(၆) ြ  ားမြညို့သ်ာွားလျှင ်၁၀–၁၄ ရက်ခန ို့ ်ထာားပြီား အခ ဉ်ပြေါက်ပအာငထ်ာားပြားြေါ။ 

(၇) အန ို့ဆ  ားြ ာားပြ ာက်ပြီား ခ ဉ်စ ြ်စ ြ်အန ို့ရြေါကစတငအ်သ  ားမြ န္  ငသ်ည။်  

家庭でできるボカシ肥料作りに挑戦しましょう。 

 
必要なもの 

 1. 密閉できるバケツ・容器 

• 底に余分な水分を「液肥」として排出するための穴、または排水タップ（蛇

口）がついているもの。 

2. 底敷き用の網（ザル） 

3. ボカシ菌（ボカシ糠 / Bokashi Bran） 

• 微生物が含まれたもの。市販されていない場合は自作も可能です。 

4. 材料（有機廃棄物） 

• 生ごみ（調理くず）、農業廃棄物、油かす（豆かす・ごまかす）、小魚、魚の

頭や骨、鶏ふん、牛ふんなど。 

 

1. 容器の底に網を敷き、その上にボカシ菌（ボカシ糠）を軽く振りかけます。 

2. 用意した生ごみや有機物を、層を作るように入れます。 

3. 一段入れるごとに、その上から再びボカシ菌を振りかけます。 

4. 上からしっかり押し固めて空気を抜き、空気が入らないよう蓋をきっちり

と閉めます。 

5. 毎日出る生ごみをその都度追加し、そのたびにボカシ菌も振りかけます。 

6. 容器がいっぱいになったら、そのまま 10 日間〜14 日間ほど置いて発酵さ

せます。 

7. 悪臭が消え、甘酸っぱい香り（発酵臭）がしてきたら完成です。使用を開始

できます。 

 

作り方の手順 
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排水パイプ（蛇口）から出るボカシティー（液肥）は、3 日に 1 回の頻度で

取り出してください。ボカシティーには有用な微生物が豊富に含まれてい

るため、家庭菜園や観葉植物の肥料として活用できます。葉面散布肥料と

して使用する場合は、ボカシティー 1：水 100 の割合で希釈し、野菜や花

に散布してください。 

(1)バケツの底に排水ホースを取り付けます 

(2)ふるいを通してボカシ米ぬかを加える 

(3)使いたい材料を層状に重ねていきます 

(４)各層にボカシ米ぬかを振りかける 

(５)圧縮容器を密閉してください 
(６)その上に生ごみを加え，

ボカシ米ぬかを振りかける 

(７)約 10〜14 日発酵させる 

(８)酸っぱい匂いがしたら

使い始めることができます 

(１)容器を密閉することが重要です (２)酸っぱい匂いがする（腐った匂いではない） 

(３)黒カビが見つかった場合は、

使用しないでください 
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ボカシ肥料の作り方（例：その 1） 
  

ステップ 1 

 有機肥料（米ぬか、油かす、骨粉、魚粉）を混ぜ合わせ、手で握った時に塊が

できるくらいの湿度になるまで、しっかりと混ぜ合わせます。 

  

【使用する材料の例】 

 例えば、米ぬかと油かすを約 2 ピッサ（約 3kg）、骨粉と魚粉を約 0.5 ピッサ

（約 1kg）使用する場合、水 3〜4 リットル（ペットボトル 3〜4 本分）、栽培

土 約 3 ピッサ（約 5kg）、および蓋付きのプラスチック容器（20 リットルサイ

ズ）1 個を用意してください。 この比率で作ったボカシ肥料には、通常、窒素

（N）2.4%、リン酸（P）2.6%、カリウム（K）0.4% 程度が含まれます。（※

これらの数値は、使用する有機原料の量によって変動する可能性があります。） 

 

 ステップ 2 

 地表から 1〜2 インチ（約 1〜2cm）下の、わずかに湿り気のある栽培土を、

ステップ 1 で用意した有機原料と同量用意します。 次に、プラスチック容器

の底に、栽培土を一層敷き詰めます。その上に、ステップ 1 の有機原料を重ね

ます。さらにその上に、また栽培土を重ねます。このように、必要な高さにな

るまで、栽培土と有機原料を交互に層状に積み重ねていってください。 
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ステップ 3  

プラスチック容器の最上層は、悪臭を吸収するために、有機原料の層ではなく

必ず「栽培土の層」になるようにしてください。また、密封してガスがこもる

のを防ぐため、蓋と容器の間に棒を一本挟むなどして、わずかに隙間を開けて

おいてください。 

  

ステップ 4 

 容器に入れてから約 2週間経ったら、層状に積み重ねた栽培土と有機原料を、

発酵を促すためにシャベル（または同様の道具）を使って、週に 1 回から 3 回、

上下が入れ替わるようにかき混ぜてください。 

  

ステップ 5  

1 ヶ月から 2 ヶ月が経過し、嫌な臭いがしなくなれば、使用を開始することが

できます。完成後すぐに使用するのが最も効果的ですが、保存したい場合は、

水分を飛ばしてから気密性の高い厚手のビニール袋に入れ、保管してください。 

 
 

ステップ 5

物 
ステップ 4

物 

ステップ 3

物 

ステップ 2

物 

ステップ１

物 

ゴマ､骨粉､魚

粉 

農地 

 

混合有機肥料 
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ボカシ肥料の作り方（例：その 2） 
【作り方】 

 材料を混ぜ合わせ、適度な湿度になるよう水を加えて調整し、山のように積

み上げます。その後、上からプラスチックシート（ビニールシート）で覆って

ください。（※水分が多すぎると、腐敗して悪臭の原因になるので注意しまし

ょう。） 

【配合材料の例】 

• 栽培土：約 63 ピッサ（100 kg）   

• 鶏糞：約 12 ピッサ（20 kg）  

• 米ぬか・油かす：約 6 ピッサ（10 kg）  

• 籾殻（もみがら）：約 6 ピッサ（10 kg）  

• 骨粉・バットグアノ・魚粉：約 3.5 ピッサ（6 kg） 

• 籾殻燻炭（もみがらくんたん）：約 12 ピッサ（20 kg）  

• 木灰（きばい）：約 4 ピッサ（7 kg） 

  

7 日から 10 日ほど経ったら、肥料山の中に手を入れて（温度を）確認してみて

ください。はっきりと熱を感じるようであれば、2〜3 回ほど上下を入れ替える

ように切り返しを行ってください。2 ヶ月から 4 ヶ月が経過し、熱が出なくな

れば、堆肥として使用可能な状態になります。（備考：冬の時期に行う方が、よ

り簡単に作ることができます。） 

 

 

 

 

 
 

 
 配合材料 

覆い 
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【保管方法】  

（完成した肥料を）薄く広げて日陰で乾燥させます。完全に乾燥したら、肥料

袋や厚手のビニール袋に入れて保管してください。 

 

 【使用方法】 

 植え付けの数日前に、元肥（もとごえ）として土壌に混ぜ込んでください。こ

の方法により、根が健全に発達するのを助けます。  

 

【相乗効果について】 

 配合する材料の組み合わせによって、得られる効果が異なります。 （※日本

人、溝口氏による「家庭菜園へのアドバイス」より抜粋） 

 

 • 米ぬか ＋ 油かす： 米ぬかに含まれるリン酸成分をより効果的に引き出す 

ことができます。 

 • 米ぬか ＋ 剪定枝（枯れ枝）： 米ぬかに含まれる窒素成分をより効果的に利 

用できるようになります。 

• ボカシ肥料の活用メリット： 土壌中の栄養分を長期間保持し、養分の流出 

（雨などによる洗い流し）を防ぐとともに、悪臭の発生を抑えることができ 

ます。 
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籾殻（もみがら）肥料の作り方 

 

籾殻は、稲作の過程で発生する天然の副産物です。籾殻には作物の成長に不可

欠な成分が多く含まれています。稲作が行われている地域であればどこでも容

易に入手できるため、籾殻肥料は積極的に活用すべき肥料の一つです。 籾殻

は、作物の成長に欠かせない炭素と窒素の比率（C/N 比）が適正であるととも

に、シリカ（ケイ酸）分を約 20% と高い割合で含んでいます。籾殻肥料を使

用することで、作物の病害虫に対する抵抗力を高め、光合成のプロセスをより

活性化させることができます。さらに、シリカ成分は植物の細胞壁を強固にす

る働きがあるため、暑さや乾燥といった環境ストレスに対する耐性を高める助

けとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐熱性が高められる 

害虫や病気への耐性 

干ばつに耐えられる 
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籾殻は、耕作地の土壌水分を保持するためや、苗を育てる際の被覆材（マルチ

ング材）として手軽に利用することができます。作物を栽培している畝（うね）

などに籾殻を厚く撒いておけば、風雨にさらされながら自然にゆっくりと分

解・腐熟していきます。作物の収穫後に（残った籾殻を）土と一緒に耕運して

漉き込むことで、次の作物のための籾殻肥料（有機質源）となります。 さらに、

耕作地を籾殻で覆うことにより、雑草の繁殖をある程度抑制できるほか、地表

温度の調節、施肥した肥料成分や水分の保持能力が高まるなど、多くの恩恵を

得ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

籾殻を焼いて作られる「籾殻燻炭（もみがらくんたん）」も、稲の苗を

育てる際の床土（とこつち）として活用できます。籾殻燻炭は保水性に

優れているため、稲苗の根張りを良くするのに非常に効果的です。また、

灰（燻炭）の状態に変化しても、シリカ（ケイ酸）含有量は高いまま維

持されています。 

 

風雨にさらされ、

自然にゆっくりと

分解・腐熟する 

苗を育てる際の

マルチング材とし

て利用する 

耕すことによって

次の作物のため

の肥料になる 
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底土として使用する 

しっかり根を張る 

籾殻 

一方で、生の籾殻を肥料にする際の主な課題は、その硬さゆえに土中で分

解・腐熟するまでに長い時間を要することと、吸水性が低いことです。その

ため、籾殻を使用する際は、生ごみなどの有機廃棄物、家畜の糞尿、あるい

は米ぬかといった、水分含有量が高く、かつ炭素窒素比（C/N 比）の低い

（窒素分が豊富な）入手しやすい材料と組み合わせて使用するのが望まし

いです。  
 

食品廃棄物 

動物の排泄物 

籾殻 
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စပ္ါားခ   အသ ိုားဖပ္ြုပ္ ို 

家畜の敷料（ベッド）としての利用 飼育

している家畜の小屋に敷く「敷き藁（しき

わら）」の代わりとして利用します。 

 • 有機肥料の原料としての利用 （生の籾

殻は吸水性が極めて低いため、細かく砕い

てから使用してください。） 
 

籾殻の利用方法 

有機肥料の原料としての利用 （生の籾殻

は吸水性が極めて低いため、細かく砕い

てから使用してください。） 

 • 有機肥料の原料としての利用 （生の

籾殻は吸水性が極めて低いため、細かく

砕いてから使用してください。） 
 
排水性の改善 （水はけの悪い耕作地にお

いて、排水溝の材料や土壌改良材として

利用します。） 
 

耕作地の土壌への施用 （炭素窒素比（C/N 比）

が高いため、堆肥として熟してから使用して

ください）  

※生の籾殻よりも、籾殻燻炭（もみがらくんた

ん）を使用する方がより効果的です。 

苗床の土（育苗土）としての利用 （必ず炭

の状態にしてから使用してください。） 
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1. 種火となる少量の炭や薪（まき）に

火をつけ、その上を籾殻で覆います。 

 

2. まだ燃えていない籾殻を、火が通っ

て黒くなってきた部分の上に順次重

ねていきます。 

 

3. 籾殻全体が黒く焼き上がったら、籾

殻燻炭の完成です。それ以上燃えて灰

になってしまわないよう、山を広げて

水をかけ、完全に消火してください。 

くん炭（もみ殻灰）は、透水性と保水性

を兼ね備えており、シリカを豊富に含

んでいます。さらに、微生物が定着・増

殖しやすいため、有用な微生物の住処

としても適しています。 

 

 

 

စပ္ါားခ  မှီားင်္သ ားဖပ္ြုလိုပ္ နည ားန ငို့  သက ဆိိုင င်္သှာလကခဏှာမ ှာား 

 

籾殻燻炭（もみがらくんたん）の作り方 

 

煙突 

 

 

水分保持能力

が高い 

シリカ含有量

が高い 

微生物に良い

餌を与える 
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天然肥料（有機肥料）使用上のガイドライン 

  

天然肥料には植物に必要な栄養素が豊富に含まれています。しかし、有用微生

物が配合された有機物を分解し、腐熟させるプロセスに時間を要するため、市

販の化学肥料と比較すると、効果が現れるまでに時間がかかります。（遅効性

である）。  

また、天然肥料であっても、化学肥料と同様に過剰に使用すると、植物の成長

に問題を引き起こす可能性があります。そのため、適切な量の肥料を投入して

使用することが非常に重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天然肥料 

有機物が分解するには時間がかかる 

過度の使用は避けてください 

即効性が高い 化学肥料 

微生物 
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肥料を使用する際は、使用する農地の土壌の質や、土壌診断（検査）の結果に

基づき、投入量を決定することが重要です。例えば、もともと養分が豊富な土

壌であれば、標準的な肥料の使用量は半分程度で済む場合もあります。 日本

における一般的な野菜栽培での堆肥（ボカシ肥料等）の使用目安は、1 平方メ

ートル（約 10 平方フィート）あたり 2〜5 kg（約 1.2〜3 ピッサ）です。ただ

し、家畜の糞尿や生ごみなどを原料とした養分濃度の高い肥料の場合、一般的

な使用目安は 0.5〜1 kg（約 30〜60／チャッポーター）程度となります。 ま

た、気温や降水量といった自然環境の要因も考慮に入れ、使用する肥料の量を

適切に調整する必要があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土壌診断（検査） 
土壌分析に基づき投入量を決める 

使用する肥料の量を決定する 

過度に使用しないこと 
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土壌の種類に応じた適切な肥料の使用目安量 

（目安：10 平方フィート ≒ 約 1 平方メートル あたり） 

1. 鶏糞堆肥（けいふんたいひ） 

• 一般的な土壌：約 30 チャッポーター（約 0.5kg）  

• 養分が豊富な土壌：12〜18 チャッポーター（約 0.2〜0.3kg） 

2. 鶏糞 ＋ 落葉・樹皮堆肥  

• 一般的な土壌：30〜60 チャッポーター（約 0.5〜1kg）  

• 養分が豊富な土壌：18〜30 チャッポーター（約 0.3〜0.5kg） 

3. 豚糞堆肥（とんぷんたいひ）  

• 一般的な土壌：約 60 チャッポーター（約 1kg）  

• 養分が豊富な土壌：約 30 チャッポーター（約 0.5kg） 

4. 豚糞 ＋ 落葉・樹皮堆肥  

• 一般的な土壌：60 チャッポーター 〜 1 ピッサ（約 1〜1.6kg） 

 • 養分が豊富な土壌：30〜60 チャッポーター（約 0.5〜1kg） 

5. 牛糞堆肥（ぎゅうふんたいひ）  

• 一般的な土壌：約 1 ピッサ（約 1.6kg）  

• 養分が豊富な土壌：約 60 チャッポーター（約 1kg）  

6. 牛糞 ＋ 落葉・樹皮堆肥  

• 一般的な土壌：1〜2 ピッサ（約 1.6〜3.2kg）  

• 養分が豊富な土壌：60 チャッポーター 〜 1 ピッサ（約 1〜1.6kg） 

7. 落葉・樹皮堆肥のみ  

• 一般的な土壌：1〜3 ピッサ（約 1.6〜4.8kg）  

• 養分が豊富な土壌：1〜3 ピッサ（約 1.6〜4.8kg） 

 

重要な補足事項  

• 土壌に全く栄養分がない（痩せている）場合は、上記の目安よりも量を増や 

して投入することができます。 

 • 作物の種類や土壌の質に合わせて、肥料の投入量を調整する必要がありま 

す。特に砂質土壌は、肥料成分を保持する力が弱いため、こまめな管理が必 

要です。  

• 落葉・樹皮などの植物性材料と、家畜の糞尿を「1 対 1」の割合 

で混ぜて使用すると、肥料の質を長期間良好に保つことができます。 
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緑肥について 

 

このパンフレットで説明した「ぼかし堆肥」は、有機農業に使う肥料と

して、とても重要です。しかし、作るのに時間と手間がかかります。そ

こで、もう一つの「友愛農法」として、「緑肥」という方法があります。

これは、土に直接、肥料になってくれるマメ科やイネ科などの植物の種

をまいて栽培し、鋤き込んで肥料とする簡単な方法です。 

 

マメ科の緑肥は、窒素固定を行って、窒素肥料の代わりになります。イ

ネ科の緑肥は炭素源として優れています。そのためマメ科とイネ科は

相性がよい関係にあります。そこで、これらを組み合わせた「友愛農法」

をお薦めします。日本では、最近、「ヘアリーベッチ」の利用が広がっ

ています。 

ヘアリーベッチは、稲や麦、トウモロコシ、サトウキビのようなイネ科

の植物と相性がよく、一緒に育てると、お互いに成長がよくなる、共栄

関係＝友愛関係にあります。 

なお、「へアリ―ベッチ」は、肥料として栽培するので、収穫はありま

せん。 
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ヘアリ―ベッチは、葉や根に害虫や病原菌や雑草を抑制する成分を持って

いるので、化学農薬をつかわなくても、病気や害虫を寄せつけません。 

また、ヘアリーベッチの根に、特殊な「青かび」が共生し（これも友愛関係

です）、土壌中の微生物や害虫を殺す成分を作って土壌を清潔にしていま

す。 

これらの作用から、日本の有機農業の農家では、ヘアリーベッチを使う人

が増えています。 

         

 
                

              

ヘアリーベッチの花 

敷き藁状に枯れたヘアリーベッチ 
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クロタラリア 

（タヌキ豆） 
クローバー 

ပိ္ိုက ဆ င်္လ ှာ  

 

 

 

コガネタヌキ豆 

皆さんの国ミヤンマーでも昔から使われてきた緑肥があったのではない

でしょうか。ぜひそんな情報を、この本を作った YUAI FOUNDATION

に教えてください。次号の参考にさせていただきます。 

ミャンマーの風土に合う緑肥植物を見つけよう！！ 

 

中国や日本では、緑肥として「クロタラリア（たぬき豆）」などが使われ、

ヨーロッパやアメリカでは、「クローバー」や「アルファルファ」が使われ

てきました。 
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「友愛農法」
（オーガニック農法） 

発行者 

著者 

翻訳 

このパンフレットに関するご質問、ご意見、ご提案、フィードバックなどがご

ざいましたら、YUAI Foundation までメールにてご連絡ください。 

ミャンマー語でのご連絡も承っております。ウエブサイトの「お問い合わせ」

フォームをご利用ください。右側のＱＲコードからもお問合わせいただけます。 
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